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 病児保育室 

サンクリキッズ より 

新年度を迎えて2か月が過ぎました。 

それぞれの新しい場所や出会いの中で 

大人も子どももきっと一生懸命ですね。 

そろそろ疲れが出てくる頃でしょう。 

家族がお互いのちいさな変化に 

気づけるように。そして気づいたら 

そっと手を差し伸べられますように。 

 

 

 
 

インフルエンザＢ型が！！ 

  201８年の年明けから例年通りインフルエンザ

のお預かりが増えましたが、今年はなんとＢ型がＡ

型と同時に流行、むしろ逆転する勢いでした。 

サンクリキッズではＡ型とＢ型は分けています

ので、それだけで定員いっぱいの日もありました。 

  また4月に入ってからもＡ型の方が散見され、 

 ご利用の方にはしばらくインフルエンザ検査への 

ご協力をお願いしておりました。 

 最近は麻疹の流行も懸念されていますね。 

  保育室でも最新の情報を把握し、お知らせして 

 いきたいと思います。 
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新年度の恒例！ 

この時期特に多いお父さん・お母さんのお悩みを一緒に考えます。 

「春から職場復帰したけれど…… 

 保育園から月に何度も呼び出しを受けてしまって…… 

 母親が働いているのは、子どもにとってかわいそうなことでしょうか（涙）」 

出産した後もお母さんは働くという選択をされたご家族は、想像以上にめまぐるしい毎日

を送っていらっしゃるのではないでしょうか。 

ただでさえご自身の復職により新しい仕事や人間関係のストレスがかかるうえに、保育園 

との密なやりとりやご家族との関係性における精神的な疲れ……毎日の食事作りに、1 日で

も休むとあふれてしまう洗濯物の山、いくらやっても終わりの見えない家事…… 

そして保育園に入った途端に体調を崩す我が子、熱が37.5℃以上になると容赦なく呼び 

出しの電話がかかってきますね。復帰早々に早退をお願いしなければならないこの辛さ。 

必要以上に周りに謝って自分の仕事を同僚にお願いして……それが何回も続けば周りの反応 

もさすがに微妙になってくるかもしれません。いたたまれないですよね。 

日々お母さんたちには様々なプレッシャーがのしかかっていると想像できます。 

そもそも復帰のタイミングから周囲（特に身内？）の心無い言葉に傷つけられてしまう方

もいらっしゃいますよね。ましてや病気の子どもを他人（例えば病児保育室など）に預ける 

なんて『子どもがかわいそう！！』と非難されたり、されているように感じるくらい肩身の 

狭い想いをしていたり…… 

 

 でも子どもが病気にかかるのは、“保育園に”入れたからではありません。集団生活に入っ

たからです。“家庭”というぬくぬくとあたたかい場所から、社会の中で生きていくための大

事な一歩を踏み出したからです。その時子どもは必ず病気と出会い、ひとつひとつ抗体を得

て身体を作っていくのです。これは誰もが通る大事な過程なのです。 

だから幼稚園も保育園も関係ありません！ お母さんが罪悪感をもつ必要は

ないのです！ 

……そう励まされても拭いきれない気持ち……残りますね。これはもう抱えながら進むし

かない。立場や世代の違いで受け止め方は様々。自分だって狭い視野の中でしか考えていな

いかもしれない。我が家で出来る精一杯の子育てをするだけだ、と静かに受け入れて目の前

のお子さんをぎゅっと抱きしめてみたら、きっと力が湧いてくると思います。 
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お迎えに行ける人を自分以外にも用意しておく 

誰
も
が
突
き
当
た
る
壁
。
出
来
る
こ
と
は
前
も
っ
て
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

いつでも病院に行けるセットを持ち歩く 

呼ばれた次の日は登園をあきらめる 

職場の全員にいい顔されるわけない！と腹をくくっておく 

誰かに預ける時のセットを作っておく 

お父さんも職場への理解を求めておいてもらうのは当然です！ 

またおじいちゃん・おばあちゃん、ファミリーサポート制度の

利用などあらゆる手段を考えておくと安心ですね。 

●母子手帳     急な呼び出しを受けて迎えに行ったその足で、 

●健康保険証   必要なら病院へ直行できると時間的にも楽ですね。 

●診察券  

●お薬手帳 など 

前日に呼び出しを受けて夜まで熱が続いていたなら、翌朝解熱してい

ても昼頃から再び熱があがる可能性が高いです。登園させても結局連

日の呼び出しになり、お母さんの負担も大きいのではないでしょう

か。またむやみに解熱剤を使うことも、逆に病気を長引かせる一因と

なってしまいます。無理に薬で下げて登園させようとしないでくださ

いね。 

事前に出来ることの中で意外とこれが一番大事なのではないでし

ょうか。どんなに復帰後仕事を頑張っても、子どもの病気はどう

にもならないことがほとんどです。迷惑をかけないようにした

い！ のはやまやまですが、全員の顔色を気にしていたらきっと

お母さん自身が保てません。悪口が聞こえてきてもさらっと聞き

流しましょう。 

例えばおばあちゃんに看てもらう、お父さんが休んで看るなどの場合、 

着替えやおむつ・ごはん・ミルク等、どこに何があるか分かりやすく 

しておくだけでも、いざお願いをする時、お母さんの負担は軽くなるの 

ではないでしょうか。 
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病児保育室 サンクリキッズ 

                          

 
 

 

 

                             
 

 
 

 

 
 

 

事前登録を早めにしておきましょう 

病児保育セットを作っておきましょう 

通院セット＋病児保育利用連絡書 

（第4号用紙）を持ち歩きましょう 

病児保育を利用するメリットに 

目を向けていただければ… 

選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
「
病
児
保
育
」
が
あ
る
方
は
…
… 

いざという時、急に当日ご連絡いただいても受付は出来ません。 

いつかそのうち……と思っているうちに“その日”は突然やってきま

す！ 郵送で手続きできますから、登録だけはしてしまいましょう。 

保育園から呼び出しを受けお迎えに行きそのまま受診するなら、医師

の診断書（病児保育利用連絡書 第 4 号様式）も書いてもらってお

くとよいですね。診断がはっきりしている方が、予約も取りやすくな

ります。病児保育室では感染力の強い疾患は隔離保育室でお預かりし

ます。保育室内での二次感染には最大限の注意を払っていますのでご

安心ください。 

 

「熱があっても元気に走り回ってしまいちっとも休めてない……」 

「薬を嫌がってなかなか飲んでくれない…」 

「どんどん悪化しているようだけど大丈夫だろうか…」 

ご家庭での看護だけでは不安なことも、こちらで専門の保育士・

看護師がしっかりとケアいたします。病気の経過をご家族と共有

し、お子様の変化へ迅速に対応してゆきます。病児保育を利用した

から安心して看病できた、などご家族に感じていただけるようスタ

ッフ一同心掛けています。 

病児保育室は給食提供が出来ない施設がほとんどです。慌てて予約

したもののお弁当やらおやつやら準備が大変……ですね。食事は彩

りの素敵なお弁当にする必要はありませんし、市販のものでもかま

いません。お皿に盛り付け直して食べやすいよう工夫しています。

着替え・おむつ・タオル等は、あらかじめ病気時専用のかばんに詰

めておくとそれだけでも楽になると思います。 

（保育士・松崎 実和） 検索 
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暑
い
夏
を
乗
り
切
る
！
！ 

 
今
年
は
４
月
の
う
ち
か
ら
夏
日
（
最
高
気
温
が
２
５
度
以
上
の
日
）
が
あ

り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
も
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
暑
く
な
る
と
、
熱
中

症
予
防
と
紫
外
線
が
気
に
な
り
ま
す
。 

 

（
１
）
熱
中
症
に
つ
い
て 

 

熱
中
症
と
は
、
体
の
中
と
外
の
『
暑
さ
』
に
よ
っ
て
起
こ
る
様
々
な
不
調

の
こ
と
で
す
。 

主
に
、
熱
波
に
よ
り
高
齢
者
に
起
こ
る
も
の
、
幼
児
が
高
温
環
境
で
起
こ

る
も
の
、
諸
熱
環
境
の
労
働
で
起
こ
る
も
の
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
起
こ
る

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

熱
中
症
の
分
類
は
次
の
通
り
で
す
。 

 
Ⅰ

度
（
軽
度
）
：
四
肢
や
腹
筋
な
ど
に
痛
み
を
伴
っ
た
痙
攣
。
失
神
（
数

秒
間
程
度
）
。 

 
Ⅱ

度
（
中
等
度
）
：
め
ま
い
感
、
疲
労
感
、
虚
脱
感
、
頭
重
感
（
頭
痛
）
、

失
神
、吐
き
気
、嘔
吐
な
ど
の
い
く
つ
か
の
症
状
が
重
な
り
合
っ
て
起
こ
る
。 

 
Ⅲ

度
（
重
度
）
：
意
識
障
害
、
お
か
し
な
言
動
や
行
動
、
過
呼
吸
、
シ
ョ

ッ
ク
症
状
な
ど
が
、Ⅱ

度
の
症
状
に
重
な
り
合
っ
て
起
こ
る
。 

  

熱
中
症
の
応
急
手
当
は
ま
ず
「
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
」
、
つ
ま
り
軽
度

な
の
か
中
程
度
な
の
か
重
度
な
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
重
度
の
場
合

は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
す
。
意
識
が
な
い
場
合
は
気
道
を
確
保
し
、

呼
吸
状
態
と
脈
拍
を
確
認
し
、
救
急
隊
の
到
着
を
待
ち
ま
す
。
意
識
が
あ
る

と
き
は
、
涼
し
い
場
所
に
運
び
、
飲
水
で
き
る
場
合
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

を
飲
ま
せ
ま
す
。
足
を
心
臓
よ
り
高
く
上
げ
、
足
先
が
冷
た
い
と
き
は
さ
す

る
よ
う
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す
。
震
え
を
起
こ
さ
せ
な
い
程
度
に
冷
却
し

ま
す
。
手
当
の
基
本
は
、
「
休
息(re

st)

」
、
「
冷
却(ic

e
)

」
、
「
水
分
補

給(w
a
te

r)

」
で
す
。 

 

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
テ
レ
ビ
で
は
盛
ん
に
「
こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
、
我
慢
せ
ず
冷
房
を

使
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
ね
。
で
も
、
冷
房
の
使
い
方
は
難

し
い
問
題
で
す
。
冷
房
を
使
い
す
ぎ
る
と
、
体
に
備
わ
っ
て
い
る
体
温
調
節

の
機
能
が
狂
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
で
は
、
冷
房
を
使
わ
ず
に
涼
し
く
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。 

  

（
２
）
暑
い
夏
、
涼
し
く
す
る
方
法 

 

①
保
冷
剤
で
首
や
両
方
の
脇
の
下
を
冷
や
し
ま
す
。
保
冷
剤
は
肌
に
じ
か

に
当
て
ず
、
ハ
ン
カ
チ
か
ガ
ー
ゼ
に
包
ん
で
冷
や
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

②
風
呂
上
り
に
冷
水
に
足
を
つ
け
ま
す
。
で
も
、
昼
間
か
ら
冷
房
を
使
い

過
ぎ
た
人
は
、
足
は
冷
や
さ
な
い
方
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

③
熱
を
下
げ
る
よ
う
な
食
べ
物
を
食
べ
ま
す
。
ス
イ
カ
や
キ
ュ
ウ
リ
、
冬

瓜
な
ど
ウ
リ
科
の
野
菜
は
熱
を
下
げ
、
水
分
を
補
給
し
て
く
れ
ま
す
。 

 

④
風
通
し
を
良
く
し
ま
す
。
扇
風
機
を
外
に
向
け
る
と
涼
し
い
風
が
入
っ

て
き
ま
す
。
自
分
に
向
け
て
当
て
て
も
部
屋
の
暑
い
空
気
を
か
き
回
し
て
い

る
だ
け
。
北
向
き
・
南
向
き
に
窓
が
あ
れ
ば
開
け
、
北
向
き
の
窓
に
向
か
っ

て
扇
風
機
を
回
し
ま
す
。そ
う
す
る
と
、高
温
の
空
気
が
窓
か
ら
出
て
い
き
、

低
温
の
空
気
が
部
屋
に
入
っ
て
来
ま
す
。
部
屋
の
中
は
電
化
製
品
な
ど
が
あ

る
た
め
に
外
よ
り
温
度
が
高
い
の
で
す
。
た
だ
し
、
都
会
の
人
口
密
集
地
で

は
エ
ア
コ
ン
室
外
機
等
の
た
め
外
気
が
熱
風
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
難
し
い

で
す
ね
。 

 

⑤
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
霧
吹
き
を
買
い
ま
す
。
涼
し
く
し
た
い
体
の
部

位
に
霧
吹
き
で
水
を
吹
き
か
け
、
う
ち
わ
で
あ
お
ぎ
ま
す
。
こ
の
方
法
は
気

化
熱
を
奪
う
の
で
、
体
の
表
面
の
気
温
が
２
～
３
度
下
が
り
ま
す
。 

http://free-illustrations.gatag.net/tag/%E5%A4%8F/page/14
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
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⑥
す
だ
れ
に
新
聞
紙
を
貼
り
、
水
を
か
け
ま
す
。
水
分
が
蒸
発
す
る
と
き

に
気
化
熱
が
奪
わ
れ
る
の
で
、
周
辺
の
気
温
が
少
し
下
が
り
ま
す
。 

 

⑦
家
の
周
り
に
木
を
植
え
て
お
く
の
も
よ
い
方
法
で
す
。 

 

⑧
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
凍
ら
せ
ま
す
。

そ
れ
を
部
屋
の
中
に
置
き
、扇
風
機
を
当
て
ま
す
。

足
湯
用
の
た
ら
い
に
水
を
張
り
、
こ
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
入
れ
て
足
を
冷
や
し
て
も
よ
い
で
す
。 

 
 

 

 

こ
の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
と
、
冷
房
を
使
う
回

数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
段
か
ら
冷
房

を
使
用
す
る
機
会
が
少
な
い
人
は
、
汗
を
し
っ
か

り
か
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
汗
を
か
く
こ
と
は
体

温
を
下
げ
る
た
め
の
体
の
大
事
な
し
く
み
で
す
。
注
意
点
と
し
て
は
、
汗
を

か
い
た
後
は
汗
を
拭
く
こ
と
。
汗
を
拭
か
ず
に
い
る
と
汗
腺
が
ふ
さ
が
れ
て

し
ま
う
の
で
、
次
の
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
汗
を
拭
か
ず
に

塩
分
が
乾
い
た
状
態
に
な
る
と
逆
に
水
分
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、
体
温
が
上

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、こ
ま
め
に
汗
を
拭
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

（
３
）
暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り 

 

①
水
分
を
こ
ま
め
に
と
り
ま
す
。
の
ど
が
渇
い
て
水
分
を
取
る
と
き
、
自

分
だ
け
で
な
く
子
ど
も
に
も
一
緒
に
取
ら
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

②
塩
分
を
適
度
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
朝
ご
は
ん
で
は
み
そ
汁
を
必
ず
飲
み

ま
し
ょ
う
。
夏
バ
テ
予
防
に
は
ぬ
か
漬
け
も
最
高
で
す
。
ぬ
か
漬
け
に
入
れ

る
夏
野
菜
は
水
分
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い
ま
す
。 

 

③
睡
眠
を
き
ち
ん
と
と
り
ま
し
ょ
う
。
暑
さ
で
眠
れ
な
い
と
き
は
色
々
工

夫
し
て
み
て
。や
む
を
得
な
い
と
き
は
エ
ア
コ
ン
を
入
れ
て
も
い
い
で
す
が
、

外
気
と
室
内
の
温
度
差
を
５
度
以
内
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

④
丈
夫
な
体
を
作
る
た
め
に
、水
分
や
食
事
に
十
分
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

暑
い
か
ら
と
い
っ
て
甘
く
て
冷
た
い
ド
リ
ン
ク
ば
か
り
飲
ん
で
い
る
と
、
余

計
に
の
ど
が
渇
き
ま
す
。
飲
み
物
は
水
か
お
茶
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

⑤
汗
を
た
く
さ
ん
か
く
と
き
は
、
水
分
に
電
解
質
の
成
分
（
塩
分
）
が
含

ま
れ
た
も
の
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
次
に
書
き
ま
す
。 

 

（
４
）
熱
中
症
対
策
に
効
果
的
な
食
べ
物
・
飲
み
物 

 

①
梅
干
し
：
食
塩
と
ク
エ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
塩
化
カ
リ
ウ
ム
を
含
ん
で

い
ま
す
。
１
粒
を
５
０
０
㎖
～
１
０
０
０
㎖
の
水
に
溶
か
す
と
、
生
理
食
塩

水
の
数
分
の
１
に
な
り
ま
す
。 

 

②
ミ
ネ
ラ
ル
入
り
麦
茶
：
市
販
品
よ
り
手
作
り
を
。
麦
茶
に
塩
を
１
つ
ま

み
入
れ
る
だ
け
。
塩
分
を
感
じ
な
い
程
度
の
濃
度
に
す
る
と
よ
い
で
す
。 

 

③
ス
イ
カ
：
水
分
含
有
率
が
９
０
％
も
あ
り
ま
す
。
糖
分
、
カ
リ
ウ
ム
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
微
量
の
塩
分
を
加

え
る
と
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
と
同
じ
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ス
イ
カ
に

塩
を
か
け
て
食
べ
る
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。 

④
冷
た
い
み
そ
汁
：
み
そ
汁
は
実
は
塩
分
濃
度
が
体
液
に
近
い
と
い
わ
れ

ま
す
。
夏
は
冷
た
く
す
る
と
飲
み
や
す
く
、
夏
バ
テ
し
に
く
く
な
り
ま
す
。 

 

⑤
手
作
り
ド
リ
ン
ク
：
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

手
作
り
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
（
１
杯
分
）
：
ト
マ
ト
大
１
個
、
レ
モ
ン
汁
小

さ
じ
１
、
は
ち
み
つ
小
さ
じ
１
、
塩
１
つ
ま
み
。
ト
マ
ト
を
す
り
お
ろ
し
、

レ
モ
ン
汁
、
は
ち
み
つ
、
塩
を
入
れ
、
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。 

 

手
作
り
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
（
４
人
分
）
：
水
２
．
５
カ
ッ
プ
、
は
ち
み

つ
大
さ
じ
２
、
レ
モ
ン
汁
大
さ
じ
２
～
３
、
塩
小
さ
じ
１
／
４
。
全
て
の
材

料
を
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。塩
が
溶
け
に
く
い
時
は
少
量
の
お
湯
で
溶
き
ま
す
。 

 

ト
マ
ト
に
は
筋
肉
の
働
き
を
助
け
る
カ
リ
ウ
ム
が
入
っ
て

い
ま
す
。
汗
を
か
く
と
カ
リ
ウ
ム
が
排
泄
さ
れ
、
だ
る
さ
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
、
き
ち
ん
と
補
給
し
ま
し
ょ

う
。
ト
マ
ト
と
レ
モ
ン
の
酸
味
に
は
胃
酸
の
分
泌
を
促
し
食

欲
を
増
す
働
き
も
あ
り
ま
す
。
市
販
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
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は
糖
分
が
多
す
ぎ
る
の
で
、
ぜ
ひ
手
作
り
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
（
５
）
熱
中
症
対
策
・
服
装
の
工
夫 

 
①
汗
を
吸
収
し
て
く
れ
る
吸
水
性
の
高
い
服
装
や
肌
着
で
、
速
乾
性
の
高

い
生
地
を
選
び
ま
す
。 

 

②
え
り
は
緩
め
に
。
通
気
性
を
よ
く
し
て
、
汗
や
熱
気
を
逃
が
し
ま
す
。 

 

③
太
陽
光
の
下
で
は
、
熱
を
吸
収
す
る
黒
色
の
服
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
熱

中
症
予
防
に
は
、
白
系
の
熱
を
吸
収
し
な
い
も
の
を
選
び
ま
す
。 

 

④
汗
を
吸
収
さ
せ
る
た
め
に
肌
着
は
着
用
し
た
方
が
よ
い
で
す
。
吸
水
性

に
優
れ
た
綿
１
０
０
％
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 

⑤
帽
子
を
か
ぶ
り
、
頭
や
首
に
直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
バ
ン
ダ

ナ
や
ス
カ
ー
フ
な
ど
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
長
く
か
ぶ
る
と
き
は
熱
が
こ
も
る

の
で
時
々
と
っ
て
風
を
通
し
ま
す
。 

 

⑥
服
装
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
髪
は
熱
が
こ
も
る
の
で
束
ね
て
風
を
通

す
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。 

  

（
６
）
紫
外
線
対
策 

 

地
上
付
近
か
ら
５
０
㎞
の
高
さ
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
オ
ゾ
ン
層
は
、

紫
外
線
を
遮
り
地
球
を
守
っ
て
い
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
や
冷
蔵
庫
の
冷
媒
と

し
て
使
用
さ
れ
る
フ
ロ
ン
は
こ
の
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
と
言
わ
れ
、
そ
の

せ
い
で
年
々
紫
外
線
が
強
さ
を
増
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
０

歳
ま
で
に
紫
外
線
を
多
く
浴
び
る
と
、
将
来
皮
膚
が
ん
に
な
る
確
率
が
高
い

と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
皮
膚
が
ん
自
体
は
非
常
に
頻
度
が
低
い
が
ん
で
す
。
こ
こ
２
０

年
で
若
干
増
え
て
い
る
も
の
の
、
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
な
ど
と
は

比
べ
物
に
な
り
ま
せ
ん
。 

 

皮
膚
が
ん
を
心
配
し
紫
外
線
を
極
端
に
避
け
た
結
果
、
乳
幼
児
期
に
「
く

る
病
」（
骨
の
石
灰
化
障
害
で
骨
が
変
形
し
ま
す
）
に
な
る
お
子
さ
ん
も
見
ら

れ
ま
す
。
く
る
病
の
原
因
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
不
足
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
合

成
に
は
紫
外
線
が
必
要
な
の
で
す
。
く
る
病
は
過
去
の
病
気
で
し
た
が
、
紫

外
線
対
策
の
弊
害
か
、
こ
こ
数
十
年
で
復
活
し
て
き
て
い
ま
す
。 

 

メ
ラ
ニ
ン
色
素
に
は
肌
の
細
胞
を
紫
外
線
か
ら
守
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
メ
ラ
ニ
ン
色
素
が
少
な
い
白
色
人
種
の
人
た
ち
は
紫
外
線
の
影
響

を
確
か
に
受
け
や
す
い
の
で
す
が
、
メ
ラ
ニ
ン
色
素
を
持
つ
黒
色
人
種
や
黄

色
人
種
の
人
た
ち
は
、
紫
外
線
の
影
響
を
そ
れ
ほ
ど
受
け
な
い
と
も
言
わ
れ

ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
極
端
す
ぎ
る
紫
外
線
対
策
は
お
勧
め
し
ま
せ
ん
。 

 

①
夏
は
基
本
的
に
は
帽
子
を
か
ぶ
る
か
、
日
傘
を
差
し
ま
し
ょ
う
。
一
番

日
が
高
い
時
間
帯
は
外
出
を
避
け
ま
す
。 

 

②
メ
ラ
ニ
ン
色
素
が
少
な
い
色
白
の
子
ど
も
は
、
多
少
注
意
が
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

 

③
海
へ
行
く
、沖
縄
や
ハ
ワ
イ
な
ど
日
差
し
の
強
い
地
方
に
行
く
場
合
は
、

真
っ
赤
に
日
焼
け
し
て
し
ま
い
そ
う
な
と
き
の
み
、
日
焼
け
止
め
を
少
量
使

い
ま
し
ょ
う
。 

 

④
日
焼
け
止
め
を
使
用
す
る
と
き
は
、
天
然
ゲ
ル
、
ノ
ン
ケ
ミ
カ
ル
紫
外

線
散
乱
剤
を
用
い
た
商
品
で
、
低
刺
激
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
紫
外
線
吸
収
剤
の
日
焼
け
止
め
は
、
紫
外
線
カ
ッ
ト
効
果
が
強

い
ほ
ど
肌
に
負
担
が
か
か
る
う
え
、発
が
ん
物
質
を
含
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

皮
膚
が
ん
を
防
ご
う
と
思
っ
て
使
用
し
た
結
果
、癌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

本
末
転
倒
で
す
ね
。 

  

食
事
栄
養
、
水
分
補
給
、
睡
眠
、
紫
外
線
対
策
な
ど
、
気
を
つ
け
る
こ
と

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
暑
い
夏
を
が
ん
ば
っ
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
小
児
科
医 

相
澤
扶
美
子
） 
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お
母
さ
ん
の
た
め
の
小
児
外
科 

シ
ー
ズ
ン
２
：
第
２
回 

前
号
で
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
シ
ー
ズ
ン
２
で
は
、
お
母
さ
ん
方
に
係
わ

り
の
深
い
「
日
常
的
な
外
科
疾
患
」
や
「
お
腹
が
痛
む
急
性
腹
症
」
そ
し
て

「
そ
の
他
」
と
し
て
稀
な
胆
道
系
の
病
気
も
触
れ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。 

 
こ
れ
ら
３
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
含
ま
れ
る
病
気
は
、
生
後
一
ヶ
月
以
降
の
乳

幼
児
期
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
〈
表
〉。 

 ◆
日
常
的
な
外
科
疾
患 

１
．
鼡
径
（
そ
け
い
）
ヘ
ル
ニ
ア
と
陰
嚢
水
腫
（
い
ん
の
う 

す
い
し
ゅ
） 

 

鼡
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、
鼡
径
部
（
股
の
付
け
根
）
に
出
現
す
る
ヘ
ル
ニ
ア

で
、
生
ま
れ
つ
き
腹
膜
が
陰
嚢
内
あ
る
い
は
陰
唇
部
ま
で
ソ
ッ
ク
ス
状
に
垂

れ
下
が
り
（
腹
膜
鞘
状
突
起
）、
そ
の
穴
が
開
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
（
腹

膜
鞘
状
突
起
開
存
）
た
め
に
、
お
腹
の
臓
器
の
一
部
、
例
え
ば
腸
の
一
部
や

卵
巣
な
ど
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
い
い
ま
す
〈
図
１
〉。
こ
の
う
ち
、
腸

や
卵
巣
が
入
ら
ず
に
腹
水
だ
け
が
内
容
に
な
っ
て
袋
状
に
な
っ
た
も
の
を
陰

嚢
水
腫
と
呼
び
ま
す
。
ど
ち
ら
も
袋
が
腹
膜
で
で
き
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

出
現
時
期
は
い
ろ
い
ろ
で
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
出
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
小
学
生
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

唯
一
の
症
状
は
鼡
径
部
の
膨
ら
み
で
し
ょ
う
。
こ
の
膨
ら
み
は
い
つ
も
膨
ら

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
大
泣
き
し
た
後
や
入
浴
後
だ
け
に
み
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
普
通
は
痛
が
る
こ
と
は
少
な
く
、
年
長
児
ほ
ど
異
和
感
を

感
ず
る
よ
う
で
す
。
生
後
間
も
な
い
頃
の
鼡
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
小
さ
け
れ
ば
数

ヶ
月
の
間
に
自
然
に
治
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
定
期
的
に
診
察

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
で
も
一
歳
を
過
ぎ
て
、
あ
る
い
は
小
学
生
に

な
っ
て
か
ら
出
現
す
る
鼡
径
ヘ
ル
ニ
ア
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
自
然
治

癒
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
の
鼡
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
ご
家
族
の
方
が
鼡
径
部
の
膨
ら
み
を
発
見
し
て

気
づ
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
い
き
な
り
「
嵌
頓
（
か
ん
と
ん
）」（
次

の
段
落
で
説
明
し
ま
す
）
の
状
態
を
起
こ
し
て
い
て
初
め
て
気
づ
か
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
鼡
径
部
の
膨
ら
み
の
ほ
か
、
左
右
の
見
た
目
の
違
い
に
も

注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
疑
問
が
あ
れ
ば
小
児
科
医
ま
た
は
小
児
外
科

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

  

 
 

 

                   

日常的外科疾患 急性腹症 その他 

１．鼡径ヘルニア １．肥厚性幽門狭窄症 １．胆道閉鎖症 

２．陰嚢水腫 ２．腸重積症 ２．胆道拡張症 

３．臍ヘルニア ３．絞扼性イレウス  

４．停留精巣 ４．メッケル憩室症  

５．包茎 ５．急性虫垂炎など  

６．急性陰嚢症   

７．消化管異物など   

〈図１〉 小児鼡径ヘルニアと陰嚢水腫 

 

陰嚢水腫 鼡径ヘルニア 正常 

〈表〉 乳幼児の外科 
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診
断
が
き
ち
ん
と
つ
い
た
な
ら
ば
、
手
術
に
よ
る
治
療
（
根
治
術
）
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
根
治
術
の
時
期
は
多
く
の
場
合
、
生
後
６
〜
７
ヵ
月
以
降

な
ら
ば
、
い
つ
で
も
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
定
手
術
の
日
程

が
決
ま
っ
て
も
先
ほ
ど
の
「
嵌
頓
」
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。「
嵌
頓
」
と
は
、

ヘ
ル
ニ
ア
と
し
て
脱
出
し
た
腸
の
一
部
が
締
め
つ
け
ら
れ
て
腸
閉
塞
に
な
っ

た
り
、
血
の
巡
り
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
、
脱
出
し
た
腸
管
が
自
然
に
お
腹

に
戻
ら
な
く
な
っ
た
状
況
を
い
い
ま
す
。
こ
の
様
な
時
は
不
機
嫌
で
、
泣
き

方
も
い
つ
も
と
違
う
は
ず
で
す
。
局
所
は
紅
く
腫
れ
上
が
り
、
触
る
と
痛
が

り
ま
す
。時
間
が
経
っ
て
く
る
と
腸
閉
塞
症
状
と
し
て
嘔
吐
も
み
ら
れ
ま
す
。

こ
う
な
っ
た
と
き
は
で
き
る
だ
け
早
く
小
児
外
科
医
か
手
術
予
約
を
し
て
い

る
病
院
で
診
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
緊
急
手
術
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
先
程
の
よ
う
な
具
合
の
悪
い
状
況
に
至
っ
て
な
け

れ
ば
、
専
門
医
に
よ
っ
て
手
で
戻
す
こ
と
も
可
能
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
予
定
手
術
で
は
、
手
術
日
は
患
児
の
体
調

や
お
家
の
都
合
な
ど
を
調
整
し
て
決
め
ま
す
。
大
抵
は
２
、
３
日
の
入
院
で

済
み
ま
す
。
日
帰
り
手
術
を
行
う
施
設
も
あ
り
ま
す
。
幼
少
児
に
対
し
て
も

全
身
麻
酔
を
行
っ
て
手
術
し
ま
す
が
、
手
術
は
１
５
分
か
ら
３
０
分
程
度
で

終
わ
り
ま
す
。
手
術
日
の
前
日
に
入
院
し
て
、
そ
の
翌
日
に
手
術
、
そ
し
て

そ
の
翌
日
に
退
院
で
き
ま
す
。
標
準
的
な
短
期
入
院
で
す
。 

手
術
は
鼡
径
部
皮
膚
の
し
わ
に
沿
っ
て
１
０
〜
１
５
㎜
程
切
開
を
加
え

て
行
い
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
袋
の
根
元
を
糸
で
縛
っ
て
穴
を
塞
ぎ
ま
す
〈
図
２
〉。

男
の
子
で
は
こ
の
ヘ
ル
ニ
ア
の
袋
の
そ
ば
に
は
精
巣
の
血
管
や
精
管
が
ぴ
っ

た
り
と
走
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
を
損
ね
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
剥
が
す

操
作
が
必
要
な
の
で
す
。
退
院
後
、
日
常
行
動
は
再
開
出
来
ま
す
が
、
激
し

い
ス
ポ
ー
ツ
は
１
、
２
週
間
は
避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
再
発
は
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
か
に
は
反
対
側
が
出
ま
し
た
と
い
う
お
子
さ
ん
は
い
ま

す
。 １

９
９
５
年
以
降
に
な
っ
て
、
以
上
の
手
術
を
腹
腔
鏡
を
使
っ
て
行
う
施

設
が
急
増
し
て
き
ま
し
た
が
、
結
果
に
優
劣
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
執

刀
医
が
自
信
を
持
っ
て
提
供
で
き
る
術
式
な
ら
ば
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

陰
嚢
水
腫
も
根
本
的
に
は
同
様
の
手
術
を
行
い
ま
す
。
陰
嚢
と
腹
腔
内
と

が
通
じ
て
い
る
交
通
性
陰
嚢
水
腫
は
手
術
が
必
要
で
す
。
一
方
、
通
じ
て
い

な
い
非
交
通
性
陰
嚢
水
腫
で
は
、
２
〜
３
歳
ご
ろ
ま
で
に
自
然
に
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
定
期
的
に
経
過
を
追
っ
た
診

察
が
必
要
で
す
。 

次
回
は
臍
ヘ
ル
ニ
ア
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
予
定
で
す
。 

（
小
児
外
科
医 

八
塚
正
四
）          

 
 
 

 

    
 
 
 

 

    

〈図2〉 小児鼡径ヘルニアの根治術(従来法) 

 遠藤昌夫：臨床外科71(10)：1279-85, 2016より転用 
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抗
生
物
質
と
抗
菌
薬 

 

「
抗
生
物
質
」
と
「
抗
菌
薬
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
り
使
っ
た
り
し
た

こ
と
が
み
な
さ
ん
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
違
い
を
考
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

今
回
は
こ
の
二
つ
に
つ
い
て
簡
単
に
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

「
抗
生
物
質
」
と
は
、
人
の
体
内
に
細
菌
や
病
原
微
生
物
を
殺
す
作
用
を

持
つ
薬
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
「
微
生
物
か
ら
作
ら
れ
た
化
学
物
質
」
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
世
界
初
の
抗
生
物
質
で
あ
る
ペ
ニ
シ
リ
ン
は
、「
青
カ
ビ
」
か
ら
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
青
カ
ビ
は
微
生
物
の
一
つ
で
す
。
微
生
物
で
あ
る
青
カ
ビ

か
ら
作
ら
れ
た
化
学
物
質
な
の
で
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
は
抗
生
物
質
で
す
。 

  

開
発
進
歩
に
よ
り
、
人
類
は
病
原
性
に
対
抗
す
る
化
学
物
質
を
人
工
的
に

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
抗
菌
薬
」
と
は
、「
人
工

合
成
に
よ
り
作
り
だ
さ
れ
た
病
原
微
生
物
に
対
す
る
化
学
物
質
」
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
は
「
微
生
物
か
ら
作
ら
れ
た
化
学
物
質
」
で
は
な
く
、
人
間
が

人
工
的
に
作
り
出
し
た
化
学
物
質
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、「
微
生
物
由
来
＝
抗
生
物
質
」、「
人
工
合
成
＝
抗
菌
薬
」
と

単
に
図
式
化
で
き
れ
ば
簡
単
な
の
で
す
が
、
現
在
で
は
、
抗
生
物
質
や
人
工

合
成
さ
れ
た
化
学
物
質
を
含
め
、「
抗
菌
薬
」
と
総
称
す
る
こ
と
も
多
く
、
抗

菌
薬
と
い
う
大
枠
の
中
に
抗
生
物
質
と
い
う
一
群
が
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

          

抗
生
物
質
や
抗
菌
薬
に
は
、
構
造
の
分
類
の

系
統
に
よ
っ
て
「
○
○
系
」
と
い
う
分
け
方
が

あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
違
い
は
細
菌
の
殺
し
方
や
抑
え

方
、
効
果
の
あ
る
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
違
っ
て

き
ま
す
。 

 

抗
菌
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
感
染
症
の
原

因
で
あ
る
細
菌
が
体
内
か
ら
完
全
に
排
除
さ

れ
る
ま
で
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

症
状
が
な
く
な
っ
て
も
、
ま
だ
体
内
に
細
菌

が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
症
状
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
医
師
が
指
示
し
た
期
間
は
抗

菌
薬
を
飲
み
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

自
己
判
断
で
服
用
を
中
断
し
て
し
ま
う
と
感
染
症
が
ぶ
り
か
え
し
た
り
、

同
じ
抗
菌
薬
が
効
か
な
い
耐
性
菌
を
出
現
さ
せ
た
り
す
る
原
因
と
な
り
ま

す
。 耐

性
菌
と
は
、
抗
菌
薬
や
抗
生
物
質
に
負
け
な
い
よ
う
細
菌
が
進
化
し
、

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
新
型
の
一
つ
で
す
。
一
度
耐
性
菌
が
出
来
て
し
ま
う

と
、
次
回
以
降
に
同
じ
系
統
の
抗
菌
薬
や
抗
生
物
質
が
効
か
な
く
な
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
耐
性
菌
が
ほ
か
の
人
に
感
染
す
る
と
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

の
よ
う
に
過
去
に
例
の
な
い
耐
性
を
も
つ
も
の
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。 
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一
般
向
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
後
に
抗
菌
薬
の
系
統
を
表

に
し
た
も
の
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。 

（
事
務
・
浦
部
幸
裕
） 
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お知らせ 

☆夏休みは内科、小児

科、サンクリキッズと

も８月１１日(海の日)

～１９日(日)です。 

 

お薬等の確認をお願い

します。 
 

 

裏駐車場 

どこに 

停めても 

OK です 

コイン 

パーキング 

１４台 

P 
バ

イ

ク 

サンクリ

ニック 

P P 

P 

 

本院（内科）裏の駐車場（サカモト南万騎が原駐車場）は、どこでもご利用可能です。 

 当日サービス券を発行致しますので、お帰りの際に、必ず駐車証明書のご提示をお願

い致します。 

 また、駐車場での事故・盗難等のトラブルには責任は負いかねますので、ご了承くだ

さい。 

 

 ＊当院駐車場は、可能な限り、お身体が不自由な患者様、点滴などで長時間治療が必

要な患者様などを、優先させていただければと考えております。ご理解のほど、お願い

致します。 


